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『
上
代
文
学
の
伝
承
と
表
現
』
要
約 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

烏
谷 

知
子 

 
本
論
文
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

 

序
章 

 
上
代
文
学
の
基
層
と
表
現 

 

第
一
部 
古
事
記
神
話
の
表
現 

 
 
 
 
 

第
一
章 
葬
送
儀
礼
と
神
話 

 
 
 

第
一
節 

 

黄
泉
国
訪
問
神
話
の
構
成 

 
 
 
 
 
 

第
二
節 

喪
山 

 

 
 
 
 

第
二
章 

天
照
大
御
神
と
須
佐
之
男
命 

 
 
 
 
 
 

第
一
節 

須
佐
之
男
命
―
そ
の
さ
す
ら
い
を
め
ぐ
っ
て
― 

 
 
 
 
 
 

第
二
節 

天
照
大
御
神
と
高
御
産
巣
日
神
―
常
世
か
ら
高
天
原
へ
― 

 
 
 
 

第
三
章 

古
事
記
上
巻
か
ら
中
巻
へ
―
神
話
と
人
の
世
を
つ
な
ぐ
表
現
― 

 
 
 
 
 
 

第
一
節 

古
事
記
上
巻
の
玉
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
誓
約
・
天
の
石
屋
戸
神
話
、
海
宮
訪
問
神
話
を
中
心
に
― 

 
 
 
 
 
 

第
二
節 

木
花
之
佐
久
夜
毘
売
神
話
と
比
婆
須
比
売
伝
承  

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

―
「
美
」
の
選
択
と
「
甚
凶
醜
」
の
拒
否
の
伝
承
展
開
と
古
事
記
の
構
想
― 

 
 
 
 
 
 

第
三
節 

古
事
記
の
言
―
「
言
向
」
「
言
挙
」
へ
の
展
開
― 

 
 
 

第
四
章 

崇
神
記
・
垂
仁
記
の
祭
政 

 
 
 
 
 
 

第
一
節 

 

祭
祀
か
ら
見
た
崇
神
天
皇
像 

 
 
 

第
二
節 

沙
本
毘
売
伝
承
に
お
け
る
心
理
表
現
と
文
学
性 

 
 
 
 
 
 

第
三
節 

古
事
記
中
巻
に
お
け
る
出
雲
世
界 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

―
本
牟
智
和
気
命
伝
承
と
倭
建
命
伝
承
を
中
心
に
― 

 
 

第
五
章 

倭
建
命
伝
承 

 
 
 
 
 
 

第
一
節 

 

倭
建
伝
承
の
文
学
性 

 
 
 
 
 
 

第
二
節 

 

大
御
葬
歌
の
考
察 

 
 
 

第
六
章 

仲
哀
記
と
応
神
記
の
伝
承 

 
 
 
 
 
 

第
一
節 

 

息
長
帯
比
売
命
と
品
陀
和
気
命
の
伝
承
―
「
喪
船
」
と
「
易
名
」
を
中
心
」
に
― 

 
 
 
 
 
 

第
二
節 

 

「
春
山
之
霞
壮
夫
と
秋
山
之
下
氷
壮
夫
」
の
物
語
の
意
義 

 
 
 

第
七
章 

仁
徳
記
の
伝
承 

 
 
 
 
 
 

第
一
節 

 

石
之
日
売
命
の
大
后
像 

 
 
 
 
 
 

第
二
節 

仁
徳
記
に
お
け
る
「
枯
野
の
船
」
・
琴
の
伝
承
の
意
義 

 

 
 
 

第
八
章 

允
恭
記
と
雄
略
記
の
歌
謡
と
伝
承 

 
 
 
 
 
 

第
一
節 

 

軽
太
子
と
軽
大
郎
女
伝
承 

 
 
 
 
 
 

第
二
節 

『
古
事
記
』
雄
略
天
皇
条
の
構
成
―
若
日
下
部
王
と
赤
猪
子
の
伝
承
を
起
点
と
し
て
― 

 

第
二
部 

説
話
と
歌
謡 

 
 
 
 

第
一
章 

神
婚
説
話
の
変
容 

 
 
 
 
 
 

第
一
節 

 

箸
墓
伝
承
の
成
立 

 
 
 
 
 
 

第
二
節 

『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
第
三
三
縁
考 

 
 
 
 

第
二
章 

 

歌
謡
と
抒
情
の
表
出 

 
 
 
 
 
 

第
一
節 

 

古
代
道
行
詞
章
―
影
媛
歌
謡
を
中
心
に
― 

 
 
 
 
 
 

第
二
節 

 

春
日
皇
女
の
唱
和
歌
謡
に
つ
い
て
の
一
考
察 
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第
三
部 

天
武
・
持
統
朝
の
思
想
と
表
現 

 
 
 
 

第
一
章 

万
葉
集
に
表
れ
る
信
仰 

 
 
 
 
 
 

第
一
節 

 

穴
師
の
神
―
風
神
の
信
仰
― 

 
 
 
 
 
 

第
二
節 

 

持
統
天
皇
の
天
武
天
皇
挽
歌
―
第
一
六
〇
・
一
六
一
番
歌
の
背
景
― 

 
 
 
 
 
 

第
三
節 

 
持
統
天
皇
の
斎
会
歌
考 

 
 
 
 

第
二
章 

 

宮
ぼ
め
の
表
現 

 
 
 
 
 
 

第
一
節 

大
殿
祭
祝
詞
の
成
立
の
背
景
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 

第
二
節 

 

万
葉
殯
宮
歌
考
―
宮
遷
り
の
表
現
を
中
心
に
― 

 
 

本
論
文
は
、
『
古
事
記
』
神
話
・
説
話
の
作
品
論
を
中
心
に
、
古
代
歌
謡
を
通
し
た
古
事
記
の
文
学
性
、

『
万
葉
集
』
所
載
歌
の
考
察
を
通
し
て
『
古
事
記
』
が
編
ま
れ
た
時
代
の
信
仰
・
思
潮
を
論
じ
た
。 

 

古
事
記
の
神
話
伝
承
を
理
解
す
る
に
は
、
古
代
人
が
も
っ
て
い
た
精
神
文
化
や
思
想
、
舶
来
文
化
が
渦

巻
く
当
時
の
日
本
の
情
勢
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
本
論
文
の
意
義
は
、
古
事
記
の
神
話
や
説

話
の
分
析
に
、
大
嘗
祭
・
殯
宮
儀
礼
・
服
属
儀
礼
な
ど
の
祭
祀
・
儀
礼
や
、
皇
位
継
承
や
姫
彦
制
な
ど
の

歴
史
の
視
点
を
取
り
入
れ
、
古
事
記
の
文
学
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
点
に
あ
る
。
な
お
、
第
一
部
、
第
二

部
、
第
三
部
は
、
互
い
に
リ
ン
ク
す
る
内
容
を
も
つ
。 

 

中
心
に
な
る
の
は
古
事
記
の
世
界
観
、
天
皇
と
祭
儀
の
二
点
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
章
や
節
が
交
互
に

関
わ
り
合
う
の
だ
が
、
一
つ
目
は
、
天
照
大
御
神
に
つ
い
て
考
察
し
た
第
一
部
第
二
章
第
二
節
「
天
照
大

御
神
と
高
御
産
巣
日
神
―
常
世
か
ら
高
天
原
へ
―
」
、
及
び
第
三
章
第
三
節
「
古
事
記
の
言
―
「
言
向
」

「
言
挙
」
へ
の
展
開
―
」
、
第
三
部
第
一
章
第
三
節
「
持
統
天
皇
の
斎
会
歌
考
」
、
第
二
節
「
持
統
天
皇

の
天
武
天
皇
挽
歌
―
第
一
六
〇
・
一
六
一
番
歌
の
背
景
―
」
で
あ
る
。
太
陽
神
の
原
郷
で
あ
る
海
の
彼
方

に
あ
っ
た
伊
勢
と
関
わ
る
常
世
国
が
、
水
平
的
世
界
観
か
ら
、
高
天
原
―
葦
原
中
国
と
い
う
垂
直
的
世
界

観
へ
と
展
開
す
る
の
が
「
日
の
皇
子
」
思
想
が
形
成
さ
れ
て
い
く
天
武
か
ら
持
統
に
か
け
て
の
時
代
で
あ

る
。
そ
れ
は
天
武
・
持
統
二
代
の
「
天
渟
中
原
瀛
真
人
天
皇
」
と
「
高
天
原
広
野
姫
天
皇
」
の
和
風
諡
号

に
、
「
原
」
と
い
う
大
和
王
権
の
祭
政
空
間
が
「
瀛
」
か
ら
「
高
天
原
」
へ
昇
華
し
て
い
く
過
程
が
象
徴

的
に
表
れ
、
そ
こ
に
は
道
教
思
想
が
少
な
か
ら
ず
介
在
す
る
。
天
皇
家
の
垂
直
的
神
話
世
界
の
確
立
と
共

に
、
古
事
記
神
話
に
お
い
て
須
佐
之
男
命
・
高
御
産
巣
日
神
と
ペ
ア
で
描
か
れ
、
太
陽
神
だ
け
で
は
収
ま

ら
な
い
様
々
な
性
格
を
合
わ
せ
も
つ
天
照
は
、
天
の
石
屋
戸
神
話
を
通
し
て
日
る
女
か
ら
高
天
原
の
皇
祖

神
へ
と
昇
格
し
、
「
言
依
せ
」
「
命
以
て
」
と
い
う
言
に
よ
る
決
定
権
を
有
す
る
神
に
成
長
し
、
葦
原
中

国
を
「
言
向
け
和
平
す
」
平
定
を
主
導
し
て
天
の
下
の
世
界
を
秩
序
立
て
て
行
く
。
こ
う
し
た
天
皇
家
の

世
界
観
の
確
立
と
関
わ
る
の
が
倭
建
伝
承
で
あ
る
。
二
つ
目
は
第
一
部
第
五
章
第
一
節
「
倭
建
伝
承
に
お

け
る
文
学
性
」
、
第
二
節
「
大
御
葬
歌
の
考
察
」
で
あ
る
。
伊
勢
の
天
照
大
御
神
信
仰
を
奉
じ
、
景
行
天

皇
に
成
り
代
わ
っ
て
西
征
・
東
征
を
成
し
遂
げ
る
倭
建
は
「
高
光
る 

日
の
御
子 

や
す
み
し
し 

わ
が

大
君
」
（
二
八
）
と
称
え
ら
れ
、
穀
霊
の
体
現
者
と
し
て
描
か
れ
る
。
常
世
の
国
か
ら
飛
来
す
る
白
鳥
は

豊
饒
を
も
た
ら
す
穀
霊
の
化
身
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
命
が
化
し
た
八
尋
白
智
鳥
の
飛
翔
の
起
点
が
「
な

づ
き
田
」
と
語
ら
れ
る
の
も
、
こ
う
し
た
古
代
観
想
が
反
映
し
て
い
る
。
第
三
四
番
歌
謡
「
な
づ
き
の
田

の 

稲
幹
に 

稲
幹
に 

匍
ひ
廻
ろ
ふ 

野
老
蔓
」
の
「
な
づ
」
を
語
幹
に
も
つ
語
は
、
記
紀
集
中
の
用

例
の
約
半
数
が
水
に
関
係
し
て
用
い
ら
れ
る
。
「
な
づ
き
田
」
が
水
に
浸
っ
た
田
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の

歌
謡
に
詠
ま
れ
た
水
・
田
・
稲
・
匍
ひ
廻
ろ
ふ
の
表
現
に
は
、
大
嘗
祭
に
関
わ
る
最
も
原
初
的
な
意
味
が

見
ら
れ
る
。
大
嘗
祭
は
稲
魂
と
融
触
し
た
形
で
説
か
れ
る
天
皇
の
死
と
再
生
が
演
じ
ら
れ
る
稲
の
祭
儀
で

あ
る
。
第
一
部
第
一
章
第
二
節
「
喪
山
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
天
若
日
子
の
喪
屋
の
伝
承
は
日
本
書
紀
第
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九
段
で
は
、
殯
が
な
さ
れ
た
の
は
新
嘗
の
時
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
る
。
死
と
再
生
が
語
ら
れ
る
伝
承
に
は

新
嘗
祭
の
観
想
が
つ
き
ま
と
う
。
新
嘗
は
神
人
の
再
生
を
期
し
、
殯
も
元
は
復
活
を
期
す
る
祭
儀
で
あ
っ

た
。
新
嘗
と
殯
に
共
通
す
る
祭
儀
の
性
格
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
歌
謡
も
大
御
葬
歌
で
あ
る
と
伝
承

さ
れ
な
が
ら
、
一
首
目
に
は
復
活
を
期
す
る
大
嘗
祭
の
面
影
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ
る
。
三
首

の
歌
謡
は
「
な
づ
」
を
語
幹
に
も
つ
語
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
四
首
に
詠
み
込
ま
れ
た
「
な
づ
き
の
田
」

「
浅
小
竹
原
」
「
海
」
「
浜
つ
千
鳥
」
は
農
業
信
仰
に
よ
っ
て
結
び
つ
い
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
穀
霊
の

死
と
再
生
の
儀
式
に
関
わ
る
場
で
あ
る
。
「
磯
」
は
こ
の
世
と
あ
の
世
の
境
界
で
あ
り
、
穀
霊
の
来
臨
を

迎
え
、
ま
た
見
送
る
場
所
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
八
尋
白
智
鳥
の
道
行
き
を
語
る
四
首
は
大
御
葬
歌

に
な
り
得
た
と
思
わ
れ
る
。
水
平
的
神
話
世
界
と
垂
直
的
世
界
観
が
交
錯
す
る
様
は
、
こ
の
葬
送
場
面
に

も
表
れ
て
い
る
。
歌
謡
に
お
い
て
舞
台
と
し
て
の
海
を
描
き
、
地
の
文
で
悲
劇
的
な
最
期
を
遂
げ
た
倭
建

の
霊
は
「
天
」
高
天
原
を
指
向
し
て
い
る
。
倭
建
の
版
図
拡
大
の
道
行
き
は
、
第
一
部
第
二
章
第
一
節
「
須

佐
之
男
命
―
そ
の
さ
す
ら
ひ
を
め
ぐ
っ
て
―
」
に
記
し
た
よ
う
に
、
日
向
―
高
天
原
―
出
雲
―
根
の
堅
州

国
と
い
う
垂
直
の
世
界
を
移
動
し
、
さ
ら
に
子
孫
の
大
国
主
神
の
大
八
島
国
の
国
作
り
の
活
動
領
域
と
も

関
わ
っ
て
い
る
。
天
の
恵
み
を
受
け
て
太
陽
や
風
雨
の
祭
祀
上
の
統
治
に
よ
っ
て
、
農
耕
の
繁
栄
を
も
た

ら
す
祭
政
王
と
し
て
の
天
皇
像
を
描
く
の
が
、
古
事
記
の
王
権
の
神
話
伝
承
の
構
想
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。 

 

次
に
本
論
文
で
取
り
上
げ
た
テ
ー
マ
を
概
説
す
る
。 

 

第
一
部
第
一
章
で
は
、
葬
送
儀
礼
の
神
話
を
論
じ
た
。
第
一
節
の
黄
泉
国
訪
問
神
話
に
お
い
て
、
陰
陽

の
結
合
に
よ
っ
て
三
貴
子
の
誕
生
や
神
々
の
生
成
を
説
く
書
紀
本
文
に
は
黄
泉
行
き
は
語
ら
れ
な
い
。
そ

れ
に
対
し
て
古
事
記
は
伊
耶
那
美
命
が
神
避
る
と
い
う
移
動
表
現
を
用
い
る
。
比
婆
の
山
に
埋
葬
さ
れ
た

は
ず
の
伊
耶
那
美
が
黄
泉
国
の
殿
戸
の
中
に
横
た
わ
る
と
い
う
不
思
議
な
状
況
が
一
つ
火
に
よ
っ
て
現
出

さ
れ
る
。
黄
泉
比
良
坂
で
伊
耶
那
岐
命
と
伊
耶
那
美
命
が
葦
原
中
国
の
生
を
司
る
神
と
死
を
司
る
黄
泉
大

神
と
に
展
開
す
る
の
は
、
神
話
形
成
に
陰
陽
五
行
思
想
や
道
教
思
想
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
二
神
に
北
斗
七

星
が
有
す
る
人
の
生
と
死
を
司
る
力
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
分
離
し
て
受
け
継
が
れ
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
た
た

め
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
節
で
は
天
若
日
子
神
話
を
論
じ
た
。
書
紀
第
九
段
本
文
に
は
、
天
稚
彦
が
「
新

嘗
し
て
休
臥
せ
る
時
」
に
射
殺
さ
れ
た
と
あ
る
。
ま
た
弔
問
に
訪
れ
た
味
耜
高
彦
根
神
が
穢
き
死
人
に
間

違
わ
れ
た
の
を
怒
り
喪
屋
を
切
り
倒
し
て
成
っ
た
の
が
喪
山
と
あ
る
。
死
と
再
生
を
図
る
殯
と
新
嘗
は
、

生
死
を
一
連
の
も
の
と
捉
え
る
上
代
で
は
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
記
紀
の
天
若
日
子
神
話

は
殯
宮
儀
礼
と
葬
送
、
及
び
新
嘗
祭
と
即
位
式
が
分
化
し
て
い
く
過
程
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
察

し
た
。 

 

第
二
章
で
は
、
天
照
大
御
神
と
須
佐
之
男
命
に
つ
い
て
論
じ
た
。
須
佐
之
男
は
高
天
原
と
葦
原
中
国
、

根
之
堅
州
国
を
往
還
・
還
流
し
、
二
つ
の
世
界
の
空
間
的
位
置
関
係
と
版
図
を
確
定
す
る
。
上
代
文
献
に

お
け
る
ス
サ
・
ス
ス
を
含
む
語
は
、
そ
の
も
の
が
有
す
る
本
質
を
著
し
く
発
現
す
る
盛
ん
な
状
態
を
さ
し
、

須
佐
・
須
須(

珠
洲)

の
地
名
や
須
佐
之
男
の
さ
す
ら
う
性
格
に
も
こ
の
意
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。
須
佐
之

男
は
高
天
原
と
葦
原
中
国
、
根
之
堅
州
国
を
往
還
・
還
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
つ
の
世
界
の
空
間
的

位
置
関
係
と
版
図
を
確
定
す
る
。
風
神
・
雷
神
・
穀
物
神
と
し
て
の
伝
承
基
盤
を
も
ち
、
天
照
と
対
立
・

融
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
神
話
を
展
開
し
て
い
く
の
が
須
佐
之
男
命
で
あ
る
。
須
佐
之
男
命
は
天
照
と
の

誓
約
に
よ
っ
て
皇
統
を
継
ぐ
天
忍
穂
耳
命
を
儲
け
る
。
ま
た
、
八
俣
大
蛇
の
尾
か
ら
出
現
し
た
草
那
芸
剱

は
、
倭
建
伝
承
に
お
い
て
東
征
の
際
に
天
照
大
御
神
信
仰
を
奉
じ
る
思
想
的
な
拠
り
所
と
な
り
、
主
人
公

の
命
運
を
左
右
す
る
。
神
産
巣
日
神
に
助
け
ら
れ
て
二
度
に
わ
た
る
死
を
経
て
再
生
し
、
須
佐
之
男
命
に
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承
認
さ
れ
た
大
穴
牟
遅
神
は
、
出
雲
大
神
と
し
て
天
皇
家
の
祭
政
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
須
佐
之
男
の
爆
発

的
な
進
む
力
は
、
景
行
朝
に
草
那
芸
剱
を
携
え
て
東
征
を
果
た
す
倭
建
命
の
大
八
島
国
平
定
と
い
う
古
事

記
の
構
想
に
関
与
し
て
い
る
。
一
方
天
照
大
御
神
は
須
佐
之
男
命
と
の
誓
約
に
よ
っ
て
皇
統
を
継
ぐ
天
忍

穂
耳
命
を
儲
け
る
。
天
の
石
屋
戸
神
話
は
死
と
再
生
を
経
て
天
照
大
御
神
が
最
高
神
・
皇
祖
神
の
資
格
を

獲
得
し
て
い
く
こ
と
を
説
く
。
こ
の
段
で
は
思
金
神
が
天
照
を
引
き
出
す
方
策
を
思
考
す
る
が
、
国
譲
り

の
段
で
は
そ
の
父
で
冒
頭
に
身
を
隠
し
た
高
御
産
巣
日
神
が
再
び
登
場
す
る
。
国
譲
り
神
話
で
は
天
照
は

司
令
神
と
な
り
、
高
御
産
巣
日
神
と
ペ
ア
に
な
る
。
成
長
す
る
天
照
の
転
換
点
と
な
る
石
屋
戸
神
話
に
は

「
天
の
原
」
の
語
が
一
箇
所
記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
天
照
と
高
御
産
巣
日
の
常
世
の
神
と
し
て
の
原
性
格
を

表
す
語
だ
と
思
わ
れ
る
。
常
世
が
高
天
原
に
昇
格
し
て
い
く
過
程
に
は
、
高
御
産
巣
日
の
亦
の
名
高
木
神

の
神
名
に
見
ら
れ
る
扶
桑
樹
の
信
仰
や
北
方
型
垂
直
他
界
観
が
介
在
し
て
い
よ
う
。
ま
た
天
照
は
空
間
を

支
配
し
、
「
詔
り
別
け
」
「
言
依
す
」
な
ど
言
に
よ
る
決
定
権
を
有
す
る
神
に
成
長
し
、
「
言
向
け
和
平

す
」
は
天
照
の
意
志
を
負
う
行
為
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。 

 

第
三
章
で
は
、
木
花
之
佐
久
夜
毘
売
神
話
を
論
じ
た
。
こ
の
神
話
に
は
送
り
返
さ
れ
る
石
長
比
売
に
「
甚

凶
醜
」
の
形
容
が
さ
れ
る
。
醜
の
拒
否
と
美
の
選
択
の
要
素
は
垂
仁
記
の
円
野
比
売
伝
承
に
も
あ
る
。
美

し
い
女
性
は
皇
統
を
保
持
し
、
「
甚
凶
醜
」
の
女
性
は
そ
の
後
の
物
語
を
展
開
さ
せ
、
古
事
記
の
世
界
を

海
と
い
う
他
界
に
広
げ
て
行
く
働
き
を
も
つ
こ
と
を
述
べ
た
。
続
く
海
幸
山
幸
神
話
で
は
、
海
と
山
の
支

配
権
を
め
ぐ
っ
て
兄
弟
が
対
立
す
る
が
、
海
神
の
助
力
を
得
た
火
遠
理
命
・
山
幸
彦
が
勝
利
す
る
。
二
つ

の
異
な
る
性
質
の
も
の
が
対
立
と
融
合
を
繰
り
返
し
な
が
ら
秩
序
が
形
成
さ
れ
、
神
話
が
展
開
し
て
い
く

と
こ
ろ
に
古
事
記
の
特
徴
が
あ
る
。 

 

第
四
章
で
は
祭
祀
伝
承
か
ら
崇
神
天
皇
を
論
じ
た
。
上
巻
の
大
物
主
神
の
祭
祀
は
初
代
神
倭
伊
波
礼
毘

古
命
が
、
神
の
御
子
伊
須
気
余
理
比
売
を
大
后
と
定
め
引
き
継
ぐ
。
三
輪
山
伝
承
で
は
大
物
主
神
と
活
玉

依
毘
売
の
神
婚
を
孝
安
天
皇
の
御
代
と
想
定
さ
せ
、
四
世
の
孫
意
富
多
多
泥
古
を
神
主
と
す
る
こ
と
で 

神
代
か
ら
引
き
継
が
れ
た
崇
神
朝
の
祭
政
の
完
成
を
語
る
。
第
四
章
第
二
節
で
は
古
事
記
の
文
学
性
に
触

れ
た
。
「
垂
仁
記
」
の
沙
本
毘
古
沙
本
毘
売
の
伝
承
は
、
同
母
妹
の
沙
本
毘
売
が
垂
仁
天
皇
の
后
に
な
れ

ば
自
ら
が
皇
位
に
就
け
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
佐
保
の
地
を
治
め
る
首
長
沙
本
毘
古
の
野
望
と
、
同
母

の
兄
と
垂
仁
天
皇
と
の
間
で
、
姫
彦
制
と
天
皇
制
、
母
系
と
父
系
の
ダ
ブ
ル
バ
イ
ン
ド
状
態
に
追
い
込
ま

れ
た
沙
本
毘
売
は
愛
に
引
き
裂
か
れ
る
女
性
で
あ
る
。
沙
本
毘
売
の
葛
藤
は
天
皇
へ
の
謀
反
の
告
白
を
契

機
に
毅
然
と
し
た
態
度
に
変
貌
す
る
。
沙
本
毘
売
の
夫
帝
へ
の
想
い
は
漢
籍
の
例
を
踏
ま
え
た
喪
失
の
悲

し
み
を
表
す
「
哀
情
」
で
あ
る
。
天
皇
の
后
へ
の
想
い
は
「
愛
」
で
あ
り
、
愛
す
る
后
さ
え
救
え
な
い
天

皇
の
苦
悩
が
描
か
れ
る
。
沙
本
毘
売
は
垂
仁
天
皇
と
の
間
の
御
子
を
助
け
、
毅
然
と
し
た
態
度
で
旧
体
制

を
自
ら
と
共
に
葬
り
去
り
、
公
が
成
り
立
つ
よ
う
に
行
動
す
る
。
旧
体
制
（
ヒ
メ
ヒ
コ
制
）
を
と
る
佐
保

国
の
ヒ
メ
で
あ
る
沙
本
毘
売
が
新
体
制
（
天
皇
制
）
で
あ
る
師
木
の
垂
仁
天
皇
に
御
子
を
差
し
出
し
自
ら

は
滅
ぶ
と
い
う
叙
述
に
よ
っ
て
、
王
権
の
絶
対
性
を
描
い
た
の
が
古
事
記
の
沙
本
毘
売
伝
承
で
あ
る
。
こ

の
伝
承
は
滅
び
行
く
側
に
身
を
置
き
、
破
滅
に
向
か
う
結
末
を
予
測
し
な
が
ら
懸
命
に
生
き
る
主
人
公
の

情
理
を
歌
謡
を
一
首
も
用
い
ず
に
描
き
き
る
、
高
度
な
散
文
の
達
成
を
果
た
し
て
い
る
。 

 

第
五
章
で
は
、
倭
建
伝
承
と
大
御
葬
歌
を
論
じ
た
。
歌
謡
の
第
一
首
〜
第
三
首
は
「
な
づ
き
」
「
な
づ

む
」
の
語
に
よ
っ
て
結
び
つ
く
。
倭
建
命
の
化
し
た
八
尋
白
智
鳥
の
飛
翔
の
起
点
は
「
な
づ
き
田
」
と
語

ら
れ
る
。
「
な
づ
」
を
語
幹
に
も
つ
語
は
、
雑
歌
・
相
聞
歌
・
挽
歌
に
亘
っ
て
表
れ
、
「
な
づ
む
」
「
な

づ
さ
ふ
」
は
水
と
関
わ
り
を
有
す
る
。
第
三
五
番
歌
謡
の
「
な
づ
き
田
」
の
田
と
水
、
「
稲
幹
」
「
匍
ひ

廻
ろ
ふ
」
の
語
が
穀
霊
の
死
と
再
生
が
演
じ
ら
れ
る
大
嘗
祭
の
祭
式
を
連
想
さ
せ
、
穀
霊
の
体
現
者
で
あ
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る
天
皇
の
死
と
再
生
を
説
く
農
耕
祭
式
の
死
の
要
素
が
大
御
葬
歌
に
昇
華
し
て
い
く
要
因
だ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
三
五
〜
三
七
番
は
「
な
づ
き
」
「
な
づ
む
」
の
語
に
よ
っ
て
結
び
つ
き
、
三
五
〜
三
八
番
は
「
な

づ
き
田
」
「
浅
小
竹
原
」
「
大
河
原
」
の
川
と
「
海
」
、
「
礒
」
の
有
す
る
他
界
信
仰
と
そ
の
背
景
に
あ

る
穀
霊
の
死
と
再
生
の
儀
式
に
関
わ
る
場
が
詠
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
結
び
つ
き
、
三
八
番
の
「
浜

つ
千
鳥
」
が
「
八
尋
白
智
鳥
」
と
結
び
付
き
、
穀
霊
の
化
し
た
白
智
鳥
が
天
皇
家
の
原
郷
「
天
」
・
高
天

原
を
指
向
し
た
と
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
御
葬
歌
と
し
て
一
括
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。 

 

第
六
章
で
は
、
古
事
記
に
「
殯
宮
」
が
記
さ
れ
る
唯
一
の
伝
承
を
取
り
上
げ
た
。
仲
哀
天
皇
の
遺
骸
は

「
殯
宮
」
に
安
置
さ
れ
国
之
大
祓
が
行
わ
れ
る
。
神
託
は
「
坐
汝
命
御
腹
之
御
子
」
「
坐
其
神
腹
之
御
子
」

で
あ
る
男
子
が
皇
統
を
継
ぐ
と
下
さ
れ
、
息
長
帯
比
売
命
は
傍
線
部
の
よ
う
に
天
照
大
御
神
と
同
様
に
皇

統
を
保
持
す
る
女
性
原
理
を
体
現
す
る
存
在
で
あ
る
。
ま
た
殯
宮
儀
礼
を
執
り
行
う
事
に
よ
っ
て
、
天
皇

霊
の
一
時
的
な
保
有
者
と
な
り
、
応
神
天
皇
の
出
生
と
即
位
に
関
わ
る
。
殯
宮
の
記
述
は
、
「
喪
船
」
と

関
わ
る
で
あ
ろ
う
。
中
巻
の
歴
代
天
皇
の
条
に
入
る
と
、
天
皇
に
は
個
体
の
死
は
あ
っ
て
も
、
太
陽
神
の

子
孫
で
あ
る
日
継
の
継
承
者
、
穀
霊
の
体
現
者
で
あ
る
天
皇
の
魂
は
不
滅
で
あ
り
、
思
想
的
に
は
次
の
天

皇
は
前
天
皇
が
復
活
し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
た
。
天
皇
の
死
と
再
生
の
思
想
が
投
影
さ
れ
た
の
が
品
陀
和

気
命
の
「
喪
船
」
と
「
易
名
」
の
伝
承
で
あ
る
品
陀
和
気
命
の
喪
船
に
よ
る
登
場
は
、
天
照
大
御
神
の
石

屋
戸
隠
り
に
お
け
る
復
活
再
生
の
モ
チ
ー
フ
と
重
ね
合
わ
せ
て
描
か
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
「
易
名
」

に
よ
っ
て
気
比
大
神
か
ら
穀
物
神
の
性
格
を
授
け
ら
れ
、
伊
奢
沙
和
気
大
神
と
大
帯
日
子
淤
斯
呂
和
気
命

の
「
和
気
」
を
継
承
し
た
新
し
い
王
者
の
誕
生
を
語
る
。
こ
れ
ら
の
伝
承
表
現
は
、
長
い
年
月
に
わ
た
っ

て
形
成
さ
れ
た
思
想
伝
承
と
、
古
事
記
の
編
纂
に
着
手
し
た
天
武
・
持
統
朝
の
万
世
一
系
の
思
想
や
死
生

観
を
反
映
し
て
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
易
名
」
は
成
人
し
た
品
陀
和
気
命
が
食
国
の
政
を
行
う

資
格
を
獲
得
し
、
「
和
気
」(

ワ
ケ)

の
名
を
名
乗
っ
て
帯(

タ
ラ
シ)

系
か
ら
分
離
独
立
し
、
天
つ
日
継
の

継
承
者
と
し
て
承
認
さ
れ
る
過
程
を
描
い
て
い
る
と
考
察
し
た
。 

 

第
七
章
で
は
「
足
母
阿
賀
迦
邇
」
と
い
う
馬
の
足
掻
き
を
表
す
石
之
日
売
の
特
異
な
嫉
妬
の
表
現
に
着

目
し
た
。
石
之
日
売
は
八
田
若
郎
女
の
入
内
を
知
り
、
御
綱
柏
を
投
棄
し
宮
廷
祭
祀
を
放
棄
す
る
が
、
出

奔
し
た
後
も
豊
楽
の
主
催
者
と
し
て
描
か
れ
る
。
石
之
日
売
は
川
を
遡
っ
て
大
王
に
喩
え
ら
れ
る
聖
な
る

木
に
近
付
き
、
遍
歴
を
経
て
宮
廷
祭
祀
を
放
棄
し
た
罪
を
祓
い
、
出
奔
し
た
筒
木
で
の
隠
り
を
経
て
奴
理

能
美
に
三
種
に
変
わ
る
虫
を
献
上
さ
れ
る
。
ま
た
機
織
女
の
女
鳥
王
の
玉
釧
を
奪
っ
た
山
部
大
楯
連
を
死

刑
に
処
し
、
豊
楽
を
主
催
す
る
大
后
と
し
て
再
び
宮
廷
に
君
臨
す
る
。
石
之
日
売
の
嫉
妬
が
馬
に
喩
え
ら

れ
る
の
は
、
馬
嬢
婚
説
話
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
養
蚕
と
馬
は
関
わ
り
を
有
し
、
聖
帝
仁
徳
天
皇
に
並
び

立
つ
存
在
で
あ
る
養
蚕
の
統
括
者
と
し
て
の
大
后
像
が
形
成
さ
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
天
皇
と
大
后

に
反
旗
を
翻
す
女
鳥
王
も
精
彩
を
放
つ
。
女
鳥
王
は
機
織
り
女
で
あ
り
、
大
雀
命
の
求
婚
を
拒
否
し
速
総

別
王
に
謀
反
を
そ
そ
の
か
す
。愛
の
管
理
者
と
さ
れ
た
鳥
の
名
を
冠
し
た
登
場
人
物
の
嬬
争
い
の
終
結
が
、

豊
楽
の
主
催
者
石
之
日
売
に
よ
っ
て
図
ら
れ
る
。
聖
帝
に
相
応
し
い
成
長
を
遂
げ
る
大
后
像
に
特
徴
が
あ

る
と
論
じ
た
。 

 

第
八
章
で
は
軽
太
子
と
軽
大
郎
女
伝
承
の
文
学
性
に
つ
い
て
述
べ
た
。
允
恭
天
皇
の
子
の
世
代
の
婚
姻

は
内
婚
に
向
か
う
。
同
母
兄
妹
の
「
姧
」
は
起
こ
る
べ
く
し
て
起
き
た
悲
劇
で
あ
る
が
、
こ
の
世
で
結
ば

れ
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
至
高
の
存
在
と
し
て
兄
妹
が
描
か
れ
る
。
一
〇
首
の
歌
謡
中
に
「
寝
」
を
多
用

し
て
懊
悩
と
熱
情
の
極
ま
り
を
表
現
し
、
皇
位
継
承
争
い
の
顚
末
が
禁
忌
の
侵
犯
、
発
覚
、
配
流
、
心
中

に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
。
軽
大
郎
女
は
歌
謡
物
語
で
衣
通
王
の
名
を
付
さ
れ
、
泣
く
女
か
ら
決
然
と
し
た
意

志
・
行
動
力
を
備
え
た
美
貌
の
ヒ
ロ
イ
ン
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
「
姧
」
は
至
上
の
愛
に
昇
華
さ
れ
る
。
伊
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予
で
の
再
会
の
際
に
、
泊
瀬
の
山
の
葬
送
と
川
で
の
祭
祀
を
詠
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
悲
劇
性
が
漸
増
的

に
高
め
ら
れ
る
。
死
と
愛
の
普
遍
性
が
隠
り
国
の
泊
瀬
の
イ
メ
ー
ジ
に
重
ね
ら
れ
、
兄
妹
相
姦
の
禁
忌
は

至
上
の
愛
の
完
結
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。
皇
位
継
承
者
の
姧
と
い
う
危
機
的
な
状
況
を
、
内
部
で
克
服
し
、

浄
化
し
て
い
く
王
権
の
普
遍
的
正
当
性
を
描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
第
二
節
で
は
若
日
下
部
王
を
取
り
上

げ
た
。
雄
略
記
は
若
日
下
部
王
へ
の
求
婚
譚
に
始
ま
り
、
皇
后
が
登
場
す
る
新
嘗
祭
の
豊
楽
で
締
め
く
く

ら
れ
る
。
仁
徳
皇
女
で
あ
る
王
は
赤
猪
子
か
ら
「
日
下
江
の 

入
江
の
蓮 

花
蓮 

身
の
盛
り
人
」
と
称

え
ら
れ
る
。
「
花
蓮
」
は
『
遊
仙
窟
』
で
は
恋
す
る
美
し
い
女
性
の
形
容
と
さ
れ
、
皇
極
紀
三
年
六
月
の

条
で
は
、
蓮
花
の
変
異
が
蘇
我
氏
の
繁
栄
の
祥
瑞
に
付
会
さ
れ
る
。
朝
日
を
浴
び
て
花
開
く
蓮
は
、
日
下

の
太
陽
信
仰
を
名
に
負
う
若
日
下
部
王
の
比
喩
に
ふ
さ
わ
し
い
。
赤
猪
子
伝
承
で
は
、
雄
略
天
皇
と
同
様

に
王
も
時
の
支
配
を
受
け
な
い
か
の
よ
う
で
あ
る
。
王
は
時
間
の
流
れ
を
超
越
し
た
「
身
の
さ
か
り
人
」

と
し
て
赤
猪
子
と
対
照
的
に
描
か
れ
る
。
王
は
新
嘗
祭
の
豊
楽
で
天
皇
を
「
葉
広
五
百
箇
真
椿
」
に
喩
え
、

「
高
光
る 

日
の
御
子
」
と
称
揚
す
る
。
高
天
原
と
大
八
州
国
の
権
威
を
併
せ
持
つ
時
空
を
超
越
し
た
祭

政
王
・
大
長
谷
若
建
命
に
相
応
し
い
大
后
が
描
か
れ
て
い
る
。 

 

第
二
部
第
一
章
で
は
箸
墓
伝
承
を
考
察
し
た
。
「
箸
」
は
神
婚
説
話
に
お
い
て
本
来
は
男
性
神
の
シ
ン

ボ
ル
と
み
な
さ
れ
、
斎
串
・
依
代
で
あ
っ
た
。
箸
墓
伝
承
は
、
神
婚
説
話
と
古
墳
造
営
起
源
説
話
が
結
び

つ
い
た
た
め
に
、
神
と
巫
女
を
結
ぶ
「
箸
」
が
こ
の
世
と
異
郷
を
繋
ぐ
「
端
」
「
橋
」
「
梯
」
の
意
に
置

き
換
え
ら
れ
、
百
襲
姫
は
箸
に
占
め
ら
れ
た
死
に
よ
り
、
人
の
側
か
ら
神
の
世
界
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
と

し
た
。 

 

第
二
章
で
は
日
本
書
紀
歌
謡
の
文
学
性
に
つ
い
て
述
べ
た
。
第
九
四
番
歌
謡
で
は
葬
送
の
道
行
表
現
に

鮪
の
妻
問
い
と
影
媛
の
視
点
を
重
ね
、
鮪
の
死
が
歌
垣
の
神
送
り
と
重
ね
て
表
現
さ
れ
、
権
力
闘
争
に
翻

弄
さ
れ
た
影
媛
の
悲
哀
を
表
出
す
る
。
第
九
七
番
の
春
日
皇
女
の
歌
謡
は
、
勾
大
兄
と
皇
女
の
聖
婚
に
『
遊

仙
窟
』
の
一
夜
の
別
れ
の
切
な
さ
を
重
ね
る
。
両
歌
謡
は
人
間
の
愛
と
苦
悩
の
遍
歴
や
喪
失
の
悲
哀
を
語

る
。 

 

第
三
部
第
一
章
で
は
天
武
天
皇
挽
歌
を
取
り
上
げ
た
。
万
葉
集
巻
二
の
一
六
二
番
歌
に
詠
ま
れ
た
「
日

の
御
子
」
思
想
に
は
、
他
界
が
海
の
彼
方
の
常
世
か
ら
天
に
昇
華
し
て
い
く
過
渡
的
な
様
が
う
か
が
え
る
。

一
六
〇
・
一
六
一
番
歌
で
は
、
天
武
天
皇
の
諡
号
「
天
渟
中
原
瀛
真
人
天
皇
」
に
み
ら
れ
る
道
教
思
想
を

ふ
ま
え
て
論
じ
た
。
一
六
〇
・
一
六
一
番
歌
に
は
道
教
思
想
が
表
れ
て
お
り
、
一
六
〇
番
の
「
火
」
「
福

路
」
「
雲
」
の
語
に
は
、
一
六
一
番
の
「
向
南
山
」
で
死
後
神
仙
と
し
て
再
生
す
る
た
め
に
修
行
す
る
夫

帝
を
案
じ
る
持
統
天
皇
の
心
情
が
述
べ
ら
れ
、
一
六
一
番
で
は
天
仙
の
資
格
を
得
た
夫
帝
が
「
青
雲
」
に

乗
っ
て
星
や
月
を
離
れ
て
天
の
彼
方
の
世
界
に
飛
翔
し
た
様
が
比
喩
的
に
語
ら
れ
る
。
一
六
〇
番
歌
の
「
面

智
男
雲
」
は
難
訓
で
、
訓
み
も
意
味
も
定
ま
ら
な
い
が
、
夫
帝
の
面
影
と
雲
が
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
。
「
燃

ゆ
る
火
」
「
福
路
」
の
語
も
不
明
だ
が
、
『
无
上
秘
抄
』
巻
五
〇
の
火
復
爐
法
の
項
に
は
、
仙
薬
を
調
合

す
る
火
を
操
る
こ
と
に
よ
っ
て
福
を
受
け
る
こ
と
を
「
受
福
」
と
す
る
。
道
教
で
は
火
が
重
視
さ
れ
、
「
福

路
」
は
火
と
関
わ
る
天
武
天
皇
が
お
ら
れ
る
場
所
を
暗
示
し
て
い
よ
う
。
一
六
〇
番
歌
は
神
仙
と
な
る
修

行
の
厳
し
さ
を
思
い
や
り
、
夫
の
分
身
の
雲
に
、
夫
帝
の
様
子
を
問
い
か
け
る
か
の
よ
う
な
心
情
が
表
出

さ
れ
て
い
よ
う
。
一
六
一
番
歌
の
「
向
南
山
」
は
訓
み
も
い
ず
れ
の
山
を
さ
す
か
も
定
ま
ら
な
い
が
、
道

教
で
は
「
南
山
」
は
重
要
な
山
で
あ
り
、
死
者
の
魂
は
南
宮
で
の
鍛
錬
を
経
て
仙
人
に
な
る
と
さ
れ
た
。

藤
原
京
か
ら
見
て
南
に
位
置
す
る
吉
野
山
は
、
壬
申
の
乱
を
勝
ち
抜
い
た
政
権
の
出
発
点
で
あ
る
。
「
青

雲
」
は
志
の
高
さ
を
喩
え
る
語
で
あ
る
。
『
无
上
秘
抄
』
巻
九
九 

昇
太
清
品
に
は
、
「
青
雲
之
車
」
を

仙
人
の
乗
物
と
し
て
お
り
、
一
六
一
番
歌
は
、
天
武
天
皇
の
御
魂
が
修
行
が
実
り
天
仙
の
資
格
を
得
て
、
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青
雲
に
乗
り
天
の
彼
方
に
飛
翔
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
察
し
た
。 

 
第
二
章
で
は
柿
本
人
麻
呂
の
殯
宮
挽
歌
に
つ
い
て
述
べ
た
。
挽
歌
に
は
、
皇
子
女
の
薨
去
が
生
前
の
居

所
か
ら
宮
遷
り
を
し
た
よ
う
に
語
ら
れ
る
。
殯
宮
と
類
似
し
た
構
造
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
大
嘗
宮
と
斎

田
の
分
化
、
生
前
の
宮
と
殯
宮
の
分
離
、
殯
宮
と
陵
墓
の
観
念
の
接
近
な
ど
、
死
生
観
の
変
容
、
殯
宮
の

形
骸
化
な
ど
は
万
葉
集
の
殯
宮
挽
歌
が
詠
ま
れ
た
一
つ
の
要
因
で
あ
ろ
う
。
持
統
天
皇
は
天
皇
の
葬
礼
に

初
め
て
火
葬
を
導
入
し
た
。
こ
う
し
た
葬
制
の
変
革
や
都
城
の
採
用
と
歴
代
遷
宮
の
廃
止
を
背
景
に
、
天

皇
家
の
思
想
的
な
拠
り
所
が
文
学
的
な
表
現
と
し
て
残
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。 

 

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
記
紀
の
編
纂
に
関
わ
る
天
武
・
持
統
朝
に
お
い
て
、
即
位
儀
礼
、
神
々
の

祭
祀
、
葬
送
儀
礼
な
ど
の
宮
廷
儀
礼
が
急
速
に
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
事
は
、
古
事
記
の
神
話
・
説
話
の
成

立
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
上
代
文
学
の
伝
承
は
日
本
独
自
の
基
層
を
有
し
、

そ
の
伝
承
基
盤
を
保
持
し
つ
つ
漢
籍
の
需
要
を
通
し
て
、
五
行
思
想
・
道
教
思
想
・
儒
教
思
想
を
取
り
込

み
な
が
ら
、
新
た
な
表
現
の
世
界
を
模
索
し
切
り
開
き
つ
つ
、
文
学
表
現
を
獲
得
し
て
い
っ
た
と
言
え
よ

う
。
歴
史
書
の
性
格
を
有
し
な
が
ら
、
愛
と
苦
悩
の
遍
歴
を
語
る
倭
建
伝
承
や
軽
太
子
・
軽
大
郎
女
の
悲

恋
物
語
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
来
な
ら
ば
歴
史
の
う
ね
り
の
中
に
の
み
込
ま
れ
て
い
く
悲
劇
や
喪
失

の
悲
哀
を
通
し
て
、
人
間
の
懊
悩
や
心
奥
を
掘
り
起
こ
し
て
表
現
す
る
こ
と
は
古
事
記
の
テ
ー
マ
の
一
つ

と
言
え
よ
う
。
古
事
記
の
伝
承
表
現
は
、
長
い
年
月
に
わ
た
っ
て
形
成
さ
れ
た
思
想
伝
承
と
、
古
事
記
の

編
纂
に
着
手
し
た
天
武
・
持
統
朝
に
整
え
ら
れ
て
い
く
祭
政
や
万
世
一
系
の
思
想
、
天
皇
独
自
の
死
生
観

を
反
映
し
て
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 
 


